
今こそ
若い力で
新しい習志野。

習志野市の現在の待機児童数は今年度４月時点で１４４人もいます。

２０１７年度、２０１８年度の施設整備等により、約６００人分の定員確保を
行った事により、昨年同時期から約２００人の減少となりましたが、まだま
だ子どもを預けたくても預ける事が出来ない方が沢山いらっしゃいます。

来年度は更に３００人弱分の定員確保に努め、待機児童ゼロを目指すと
ともに、保育士の処遇改善、量のみではなく、安心して子どもを預けられる
保育の質の向上、子育てのしやすい環境づくりのために、市に引き続き訴
えて参ります。

世代間の子育てギャップを埋め
るツールの一つとして私が提案
し、昨年度から発行され、多くの
市民の方々にご利用いただい
ております。

安心して子育て出来るまちを目
指し、今後も活動を続けて参り
ます。

千葉県内初！

孫育てハンドブックの発行

早期の待機児童ゼロを目指します！

http://sekine-hiroyuki.jp/


谷津・奏の杜の過去と現在の状況

児童憲章の理念に基づいた活動

児童憲章とは、１９５１年５月５日に日本国憲法の精神に基づき、児童に対す
る正しい観念を確立し、すべての児童の幸福を図るために定められた児童の
権利宣言であり、その中の３つの基本綱領を抜粋します。

児童は、人として尊ばれる。

児童は、社会の一員として重んぜられる。

児童は、よい環境の中で育てられる。

習志野市文教住宅都市憲章と合わせて、次の世代をになう子どもたちのため
に児童憲章理念に基づいた活動を続けて参ります。

谷津・奏の杜地区の待機児童は奏の杜造成前は３人でしたが、谷津地区の人
口増加も合わせて、ピーク時には１２８人に増加をしておりました。

待機児童解消のために、保育所の整備や保育士人材の確保を行うなど努力
してきた結果、２０１８年４月時点では４２人まで減少しております。
早期の待機児童ゼロを目指します。

より良い子育て環境づくりのために、児童憲章の理念に基づいたきめ細やか
な活動を続けて参ります。


